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片山安心ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ教習所に於いて 2023/06/15 (木) 14:00から

南砺市年代
‘17.5．

労働安全コンサルタント

労働安全衛生コンサルタントは 労働安全衛生法第81条に基づく業務で

企業・製造業・小売業・商店・飲食業・食品加工や農業団体及び給食施設・

特養老人ホーム・学校・その他で、安全衛生の指導を行なっています。

片山安心コンサルタント合同会社

教習所 富山県南砺市八塚四番島4106-1 電話 0763-58-5258
本社 富山県南砺市八塚188 番地 〒939-1533

片山 昌作

電気製図

２a版 `24.02.18 Y-Δ結線

電気製図(掲示用)240218.pptx

マイスター講師紹介

片山昌作
富山県立砺波工業高等学校電気科 昭和54年卒業
トヤマキカイ(現コマツNTC)へS54年入社

工作機械の配線、運転調整、サービス、制御設計で自動車会社及び関連企

業の機械設備の仕事を26年間行い、品質保証5年、内部統制2年、他行う。

片山安心コンサルタント合同会社を平成27年12月に設立し代表社員となる。
南砺市八塚に教習所を開所し、安全衛生指導者の教育を行っています。

ものづくりマイスターとして品質・生産管理・安全衛生・ロジスティックの講師

を務める。特級技能士(電気機器組立て、機械保全)、職業訓練指導員、他

労働安全コンサルタントとして製造業を中心に食品加工、小売店業や農業

団体、特別老人ホーム、学校、他の安全指導を行ない、富山県職業能力開

発協会・労働基準協会など各協会の講師を務めています。

かたやま しょうさく
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１３．製図、力学

片山安心コンサルタント合同会社

配置 `23.10.17  
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片山安心コンサルタント合同会社

確認 `20.3.03  
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１３-1．製図の投影法と尺度

• 対象の正面を

中央にする

• 図面の比率

1：√2

• 図面の尺度
倍尺 50:1   20:1   10:1   5:1   2:1    50÷1 =50

現尺 1:1  1÷1 =1

縮尺 1:2   1:5   1:10   1:20   1:50    1÷50=0.02 
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• 線の太さ

細 : 太 : 極太
1 :   2 : 4

芯太さ 0.3mm :  0.5又は0.7mm :  1.2mm

１３-2．線の太さ、その用途

用途線線の種類名称

対象物の見える形状太い実線外形線

寸法の記入細い実線寸法線

図形から引き出した線細い実線寸法補助線

記述、記号を示す細い実線引き出し線

見えない形状、影絵細い(太い) 破線隠れ線

図形の中心線細い一点鎖線中心線

実 線

破 線

一点鎖線

二点鎖線

30～50 0.5～1

20～30 0.5～1

間隔の単位はmm

3～5 0.5～1

追記 `24.02.18 芯太さ

片山安心コンサルタント合同会社
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配置 `23.10.10 

１３-2．(2) 線の書き方
右手に鉛筆を持つ場合

① 左側に鉛筆を置き、右側へ線を描く

② 下から上に線を描く

鉛筆のカーボンで
トレッシングペーパーを汚さない。

定規の角に芯が当たらない様に、
上および左側に芯を当てる

定規

定規

定規

定
規

定
規

定 規
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線の引き方
配置 `24.02.18  

破線どうしは、
角を合わせる 実線と破線は、

角を開ける

ただし交差は
角を合わせる

①実線 ②破線 ③破線どうし ④実線と破線

実線は、
角を合
わせる

影絵として、破線の
位置が悪い例

片山安心コンサルタント合同会社
8

１３-2．(3) 線の練習
配置 `23.10.10  
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三角関数曲線の書き方

直線の等配

15゜

円を15゜で24分割して、
右側に等間隔の縦線と
の交点を結び曲線を描く

配置 `23.10.10  

片山安心コンサルタント合同会社
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１３-2．(4) 文字の書き方
配置 `23.10.10  
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文字の書き方
配置 `23.10.10  

１３-3．寸法補助記号
説明記入例記

号

直径を表し、32mmの丸穴や丸棒などに使
用する
180゜を超える円形図にはφ記号が無くても
判別できる

φ32Φ

半径を表し、16mmの半径でカーブに使用
する

Ｒ16Ｒ
板など材質の厚さを表すｔ3.2ｔ
45゜の面取り寸法を指定するＣ1Ｃ

記号は数値の前に付く
寸法補助線や引き出し線が数値と重ならない事

片山安心コンサルタント合同会社
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配置 `23.10.10  
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配置 `23.10.10 

寸法線の入れ方

片山安心コンサルタント合同会社

角度寸法孤の長さ

弦の長さ

30

45

40

22

14

片山安心コンサルタント合同会社
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配置 `23.10.10 

寸法線の入れ方

片山安心コンサルタント合同会社
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１３-4．材料の指定
特徴内容記号材質

板金用の鉄板
厚みのある鋼板

冷間圧延鋼板
一般構造用圧延鋼板

ＳＰＣＣ
ＳＳ400

鉄

耐腐食性が良いオーステナイト系
鉄(Fe)にクロム(Cr)やニッケル
(Ni)を加えた合金

ＳＵＳ304ステンレス

成型、溶接性が良い中程度の強度をもつ一般的な
合金

Ａ5052アルミ

加工性良く強度ある
透明で強度ある
軽くて耐屈曲性ある

ABS樹脂
ポリカーボネート
ポリプロピレン

ＡＢＳ
ＰＣ
ＰＰ

樹脂

過去問題から
一般用熱間圧延鋼板 一般用 SPHC, 絞り用 SPHD, 深絞り用 SPHE

片山安心コンサルタント合同会社

配置 `23.10.10  
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溶接は、金属にエネルギーを加えて接合する加工方法

です

JISZ3021:2016 溶接記号
4 溶接記号
4.1 一般溶接記号は，基線及び矢並びに特定の情報を伝える付加要素からなる。
溶接記号は，継手の同じ側，すなわち，矢の側に記載するのが望ましい（4.6参
照）。矢，基線，基本記号及び文字の太さは，JIS Z 8312，JIS Z 8313-1及びJIS Z 
8313-10による。製図が過密にならないように，備考は，製図内で注記とするか，
又は別の設計図書に記載するのがよい。注記溶接記号の使用例を附属書Aに
示す。

4.2 簡易溶接記号簡易溶接記号は，矢，基線及び尾から構成され，図1による。簡
易溶接記号は，継手の詳細は不要で，溶接の位置だけを指示するときに用いら

れる。注記簡易溶接記号は，タック溶接の位置を示すのによく用いられる

１３-5．溶接記号

片山安心コンサルタント合同会社
16

配置 `23.10.10  

https://kikakurui.com/z3/Z3021-2016-01.html
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１３-6．図面作成の原則 1/3

余白10mm

余白10mm

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

内容領域

識別領域

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

余白
10mm

余白
20mm

参考: IEC61082-1:2006 20mm
余白

10mm

識別領域

識別領域

内容領域

識別領域は
一箇所以上必要

片山安心コンサルタント合同会社
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配置 `24.02.18  

西暦年月日の順で YYYY-MM-DDと表す 例: 2014-04-30

文字の向き (JISC1082-1:1999 Ed.1   IEC61082-1:1991 Ed.1 2006 Ed.2, 2014 Ed.3)

 記号も縦か横書きにする
(斜めにしない事)

色(colours)
 色は補足的な情報のみに使用し、内容を理解する唯一の手段と
しない

 色の意味はその文書又は解説書に記述する
 白黒印刷でも認識できるようにする

影(shading)、模様(patterns)
 影及び模様は領域を区別するのに使用する

図面作成の原則 2/3

片山安心コンサルタント合同会社
18

追記 `24.02.18  

例: 機械の機能ごと
に色分けする
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図面作成の原則 3/3
電線の色用途色記号電線の色用途色記号

白 WhitWH黒 BlackBK
中性線灰 GreyGY茶 BrawnBN

桃 PinkPK赤 RedRD
金 GoldGD橙 OrangeOG
銀 SilverSR黄 YelloYE
青緑 TurquoiseTQ保護接地線緑 GreenGN

保護接地線緑黄 Green-YelloGNYE青 BlueBU

4.色による識別 IEC 60757:2021 Ed.2

配置 `24.02.18  

19

JIS C0446:1999 (IEC 60446:1989)  色又は数字による電線の識別

装置の状態工程の状態人体又は環境の安全色

一般的な意味付けはない非常(緊急)危険赤

一般的な意味付けはない異常注意黄

一般的な意味付けはない正常安全緑

強制的な意味青

特別な意味付けは与えていない白

灰

黒

4.3   色の選定 JIS C 0447:1997 マンマシンインタフェース（MMI）－操作の基準
4.3.1  通則色の表す意味に関する一般原則 表３規準のための色の意味一般原則

薄青(including light blue) 含む 中性線

(1) 「開閉器類接点」の新図記号の方向

(2) 「継電器接点」の新図記号の方向

図記号の方向性は、
①上から下へ (基本図形)
②左から右へ が標準である

図中の は、電源(正極)の印加
される方向を示ししたもの

１３-7. 展開図

メイク接点
(a接)

ブレーク接点
(b接)

ブレーク・メイク接点
(c接)

基本
図形

片山安心コンサルタント合同会社
20

配置 `23.10.10  
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(1) CWD: 装置・盤、機器の境界を明確にし、これらのケー
ブル接続を中心に表す方式

(2) EWD: 装置・盤、機器などの動作・機能を中心に表す
方式

(3) ECWD: 動作・機能に加え、ケーブル接続も表した方式

展開図の記載方式

表記する制御機器番号は、JEM 1090:2008に表されているもの

片山安心コンサルタント合同会社
21

配置 `23.10.10  

１３-8．制御器具番号・文字記号

片山安心コンサルタント合同会社
22

配置 `23.10.10  



2024/2/18

12
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配置 `23.10.10  

片山安心コンサルタント合同会社
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配置 `23.10.10  
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配置 `23.10.10  

片山安心コンサルタント合同会社
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配置 `23.10.10  
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OCR 過電流継電器

不足電圧継電器UVR
OUVR 過不足電圧継電器

片山安心コンサルタント合同会社
27

配置 `23.10.10  

１３-9．盤サイズ

片山安心コンサルタント合同会社
28

配置 `23.10.10  
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低圧スイッチギヤ

片山安心コンサルタント合同会社
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配置 `23.10.10  

大気の絶縁ギャップ

大気の

絶縁耐圧

3KV/mm、
30KV/cm

片山安心コンサルタント合同会社
30

配置 `23.10.10  
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盤内の導体・端子台の並び配線色

http://www.jsia.or.jp/kikaku/jsia/JSIA113-
2010.02%20.pdf

片山安心コンサルタント合同会社
31

配置 `23.10.10  

電気製図(配電盤・制御盤製図)
1級 次に掲げる作業試験を行う。 試験時間 6時間

(1) 高圧受電設備の高圧・低圧回路の主回路概略単線接続図、過電流保護協
調曲線及び整定表を作成するとともに部品表を完成し、動力変圧器二次側の短絡
電流値を求める。

(2) 非常用発電設備(高圧用)及びその負荷となる電動機(高圧用)を制御する展開
接続図を作成する。

2級 次に掲げる作業試験を行う。 試験時間 6時間
(1) 高圧・フィーダ回路を収納する閉鎖配電盤の扉正面図を作成するとともに部
品表及び部品配置図を完成する。

(2) 2台の既設ポンプ用三相誘導電動機のうち、1台を省エネのためインバータ装
置付きに改造したあとの展開接続図をCWD方式で書く。

3級 次に掲げる作業試験を行う。 試験時間 3時間
制御盤の外形図、送風機用誘導電動機起動用シーケンスの単線接続図及び
シーケンス図を作成するとともに電気用図記号表等を完成させる。

片山安心コンサルタント合同会社
32

配置 `24.02.18  技能検定
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88MX

運転3-88Mを
チョン押しで
ONさせても、
88MXのa接点
が閉じして自
己保持となり、
88MXはONが
保持される。

開閉器が接触
器と並列(破線)
の回路は、88M
のb接点がOFF
してチャタリング
する可能性ある

自己保持回路

88MX

運転
3-88M

自己保持
88MX

停止
3-88M

モータ過負荷
49M

Off確認
88M

88M

動力開閉器88M
の接点が切れて
いる(溶着していない)
事を確認する

88M

49M

M

MCCB

接触器 開閉器

88M

F

回り込み

33

配置 `24.02.18  

スターデルタ切り替え回路

88MY

49M

MCCB

88MΔM

スター接続からデルタへの切
替時間が短いと、位相差で波
高値が大きく過電流になる。そ
の時はリレー88ME又はﾀｲﾏｰを
追加し切替時間を長くする

88M

88ME

88MX

88MX

運転
3-88M

自己保持
88MX

停止
3-88M

モータ過負荷
49M

開閉器 b接
88MY

88MΔ

88MΔ

88MY 88MΔ

88MY

Y-Δ切替
TLR

スター デルタ

TLR 88ME

開閉器接触器 ﾀｲﾏｰ

88M

88MΔ88MY

Y結線 Δ結線

88MＹと88MΔの
OＦＦ確認

片山安心コンサルタント合同会社
34

記変 `24.02.18 OFF確認

又は
ディレータイマー
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運転 88MX

Y-Δ切替ﾀｲﾏｰ
TLR

Δ結線 88MΔ

運転 88M

運転 3-88M

停止 3-88M

スターデルタ切替のタイムチャート図
ｺｲﾙの励磁から接点が動き切るまでの(時間
10mSの)細かい動きは表現していない

Y結線 88MY 切
替
時
間

運転3-88Mを押して自己保持88MXがONして、
①Y結線88MYがONして、運転88MがONし電動機がスター結線で回転する
②Y-Δ切替ﾀｲﾏｰがONして、Y結線88MYがOFFし、運転88MがOFFして惰性回転する
③88ME分の時延によって、Δ結線88MΔがONして、運転88MがONし電動機がデルタ結
線で回転する

片山安心コンサルタント合同会社

作成 `24.02.18   

35

以上、お疲れ様でした。
ご安全に

片山安心コンサルタント合同会社

富山県婦負郡から立山を望む
‘17.12.07

36


